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その ドー プ量依存性 ･水和依存性を明らかにし､多彩な電子物性がフェルミ準位近傍の微細電子構造に関


















ARPESを行なって､低 ドー プ領域で2次元円筒型 トポロジーを示すフェルミ面は､ ドー プ量の増大にと
もなって3次元的に閉じたフェルミ面に変り､さらに高濃度ではこれらのフェルミ面が結合して一つの3
次元的フェルミ面を形成することを明らかにし､異常物性との関係を論じた｡最後に､Nao,5CoO2･1.4
H20の電子状態を測定し､この物質の超伝導はa.gホール面でのみ起こる単一バンド超伝導であること､超
伝導対称性はs波もしくはd波である可能性が高いこと､水和試料では水分子からの電子の供給によって
フェルミ面の大きさが縮小していることを明らかにした｡
本論文の成果は層状コバルト酸化物における異常物性の理解に重要な知見を与える結果であり高く評価
できる｡これらの研究成果は､著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有するこ
とを示している｡したがって､東金俊行提出の博士論文は博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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